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・生活の向上に役立つ学力を身につけよう

・人と自然を思いやる心を持とう

・強い身体と正しい心で結び合おう

『 凡事徹底 Be positive！ Be smile！ 』

「熱」と「誠」をもって…

校長 木 村 郁 夫
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新型コロナウイルス感染症対策として、北海道では６月１９日（金）からステップ２「新

北海道スタイル」の実践による感染拡大の防止期間に入りました。本校においても「３つ

の密」を徹底的に避ける「学校の新しい生活様式」を導入し、感染のリスクを可能な限り

低減しつつ、教育活動を行っています。具体的には「手洗い」「マスク」「換気」「消毒」

「身体的距離（可能な限り１～２ｍ）」「風邪症状がある場合は自宅で休養」等です。また、

「感染リスクを避ける」指導、「差別や偏見のない適切な行動をとる」指導も行っていま

す。

お陰様で、本校では６月１５日（月）の週から生徒による清掃活動と部活動が再開され

ております。今後の更なる感染拡大が大いに危惧される状況ではありますが、まずはひと

安心といった所です。

さて、近代医学の発展に貢献した日本人といえば、野口英世、志賀潔、北里柴三郎など

のお名前が私たちの頭に浮かぶのではないでしょうか。そこで、今回は野口さんや志賀さ

んの師匠であり、近代日本医学の父と呼ばれる北里柴三郎さんに視点を当ててみましょう。

北里さんは、東京医学校（現在の東大医学部）に入学し、医学博士を取得後、ドイツの

ベルリン大学へ留学しました。そこで、細菌学の権威であったコッホのもとで研究を重ね、

世界で初めて「破傷風菌の培養」に成功すると同時に抗体をつくりだす技術を確立します。

その後、黒死病と恐れられていた感染症の原因である「ペスト菌」を発見しました。北里

さんは「医者の使命は病気を予防することにある。君、人に熱と誠があれば何事でも達成

するよ。世の中は決して行き詰まらぬ。若し行き詰まったものがあるならば、これは熱と

誠がないからである。」という名言を残しています。

世界中の科学者や医療関係者が、熱と誠をもって懸命に取り組んでくださっている今、

私たちの生活が平穏な毎日に戻るためにも、一日も早く新型コロナウイルス感染症に効果

的な抗ウイルス薬が開発されることを祈るとともに、それまでは「新しい生活様式」によ

る節度ある日常を心がけていきたいと思う毎日です。



※６月３０日現在のものです。変更があれば随時お知らせします。

学校が再開してから１ヶ月。新型コロナウイルス感染症発生・拡大防止のため、｢新しい生活様式｣を導
入しながらではありますが、生徒達の学校生活も、少しずつ日常を取り戻してきています。
１学期中（８月７日まで）は、感染リスクを可能な限り減らしながら、臨時休業による授業の遅れや時

数の回復に取り組み、生徒達の健やかな学びの保証をしていきます。

部活動再開。１年生の体験入部も始まりました。 音楽室で密にならないよう、外でリコーダーの
久々の部活、徐々に徐々に。 授業をしました。

学校が再開され、
給食も本格的に再
開されました。献立を見ると、たまね
ぎ、こんにゃく、しいたけ、いちごな
ど弟子屈産の食材がたくさん使われて
います。
給食センターでは、配膳の時間を短

縮するために１品少なくても栄養バラ
ンスを考えたメニューを考えてくれて
います。おいしく頂きましょう。

姉妹都市交流を行っている鹿児島県日置市の東市来中学校か
らマスクを頂きました。今年１月に本校生徒会役員が訪問し、
８月に東市来中学校生徒会のみなさんが本校を訪問する予定で
した。
しかし、コロナウイルス感染症の

ため、来町・訪問は中止となってし
まいました。そこで、東市来中学校
生徒会が日置市長に掛け合い、マス
クを送っていただくことになったそ
うです。本校生徒会からはお礼のお
手紙等を送りました。
後日、ビデオレターなどの交流を

行う予定です。


